
(2）その他 

 ① 建設投資の推移と市場環境 

 
１）建設投資は平成19年度に50兆円を割り込み、世界的な景気悪化の影響を受けて、引き続き官需・民需ともに縮小

見通しである。平成21年度はピークであった平成４年度の50％近い水準が予測されている。 

２）民間建設投資は回復傾向にあったが、平成19年度は改正建築基準法の影響により前年度比8.4％減少している。

平成20年度は、改正建築基準法の影響も一巡し例年並の投資額に戻ると予測されていたが、年度後半の100年に

１度とも言われる金融危機の影響で日本経済は急速に悪化し、需要減退などから投資額も減少、平成21年度は更

に８％近い減少が予測されている。 

３）公共投資は引き続き減少を続けており、平成７年度の35.2兆円をピークに平成20年度、平成21年度はピーク時の

50％以下の水準が予測されている。本年4月10日に政府で決定された追加経済対策が1日も早く現実のものとなる

ことが期待されるが、当面は不透明な状況にある。 

４）国土交通省では優良なインフラ整備に向けたダンピング受注防止対策として、平成19年度に価格と技術提案の内

容を総合的に評価して落札者を決定する総合評価入札方式を導入した。更に長引く建設不況から最低制限価格の

引き上げを行うなど価格面での改革も行われている。公共工事市場は技術競争力が受注可否を左右する市場環境

に変化してきている。 

５）府県、政令指定都市レベルでは国土交通省とほぼ同様の実施状況にあるが、市町村などへの総合評価方式の導入

にはもう少し時間がかかると思われる。 

６）建設市場では、従来にも増して高度で独自性のある技術力や提案力、技術力に基づいたコスト競争力が求められ

ている。 

  



 ② 個別業績の推移 

   

     

     

  １）個別受注高の通期実績と次期予想 

①通期受注実績 ≪19,569百万円 前期比16.4％、3,844百万円の減少（２期振りの減少）≫ 

土木工事：公共投資の引き続く縮小と競争激化から、受注高は前期比18.8％減の14,233百万円となりましたが、

徹底した選別受注を行ったことから、利益を確保できる工事の受注となりました。 

建築工事：年度前半はマンション建設市場を中心にＦＲ板の受注は順調に推移しておりましたが、年度後半から

の急激な景気悪化の影響を受け、着工延期、建設見送りなどのマンション物件が相次ぎ、前期比

14.6％減の4,866百万円の受注となりました。 

②次期受注予想 ≪20,500百万円 前期比4.8％、931百万円の増加（2期振りの増加）≫ 

土木工事：市場環境は引き続き厳しい状況にありますが、「第２次経営再建中期計画」に基づく経営改革で確立

した、全社技術力を結集できる受注・施工体制と固定費削減によるコスト競争力の強化を最大限に活

かし、戦略的な受注活動の展開で前期比12.4％増の16,000百万円の受注を見込んでおります。 

建築工事：景気回復による需要増加が待たれるところですが、先行きは不透明な状況にあります。従来から高層

マンション市場を中心にしておりましたが、新製品開発により一般マンションまで市場を拡大し幅広

い営業を展開することで受注確保を目指します。また、国の施策として耐震補強事業の拡大が大いに

見込めることから、当社商品である「パラレル構法」の積極的な営業展開を進めます。この営業方針

の下に受注活動を進めますが、建築市場全体の需要減退は如何ともしがたく、前期比7.5％減少の

4,500百万円の受注を見込んでおります。  



  ③ 連結業績の推移 

      

     

    １）通期の連結業績 

   ①売上高 ≪22,672百万円、前期比0.8％、172百万円の増加（わずかながら２期連続の増収）≫ 

要因：建築売上高で、受注高の減少などから5,959百万円と前期比6.2％の減少となったものの、土木売上高で、

前期からの大型繰越工事の進捗が進み前期比2.4％増の16,217百万円となったことによります。 

   ②営業損益（△1,314百万円）、経常損益（△1,323百万円）、当期純損益（△1,661百万円） 

        ≪営業損益、経常損益は４期連続の赤字 当期純損益は５期連続の赤字≫ 

要因：営業損益、経常損益については、過年度受注の不採算工事の減少や新規受注工事の利益率の回復、販売費

及び一般管理費の削減効果で損失幅は前期から各々15％前後縮小したものの、手持ち赤字工事の影響が大

きく４期連続の赤字となりました。 

   当期純損益については、投資有価証券の評価損や協力業者の民事再生申し立てによる貸倒引当金繰入、ま

た次期以降の業績黒字転換を目指した「第２次経営再建中期計画」に基づく経営改革を実施したことで、

希望退職者募集による特別退職金や工場の統廃合による固定資産除却損など特別損失が291百万円発生し

たことなどから、前期に比べて損失が7.9％金額にして122百万円増加し、５期連続の赤字決算となりまし

た。 

  ２）次期の連結業績予想 

   ①売上高 ≪24,000百万円、前期比5.9％、1,328百万円の増加（３期連続の増収）≫ 

要因：日本経済の急激な悪化から平成21年３月期の受注高は減少したものの、「工事契約に関する会計基準」が

変更となり、平成22年３月期から売上高計上に関しては全面的に工事進行基準が適用されることから、建

築工事で６％減の5,600百万円の予測ですが、土木工事で前期比13％増の18,400百万円の売上高が見込ま

れ、トータルで24,000百万円と３期連続の増収が見込まれます。 

   ②営業利益（400百万円）、経常利益（330百万円）、当期純利益（440百万円） 

         ≪営業損益、経常損益は５期振りの黒字 当期純損益は６期振りの黒字≫ 

要因：過年度受注の不採算工事は平成21年３月期でほぼ一掃され、技術競争で受注している新規工事は利益率が

回復してきております。また平成21年３月期に実施した大きな経営改革により年間約12億円の固定費削減

が見込まれることから、営業利益400百万円、経常利益330百万円の５期振りの黒字転換を予想しておりま

す。当期純利益につきましては、資産リストラを進めており、特別利益が見込めることから440百万円の

６期振りの黒字転換を予想しております。工事利益率の回復と低コスト構造体制の確立から、連続してい

た赤字構造体質から脱却し、中期的に黒字が確保ができる経営体制が確立できたと考えております。  







  ４）実施した経営改革と固定費削減効果 

   （１）役員体制の改革 

   （２）希望退職者募集の実施 

   （３）顧問並びに契約・派遣社員の雇い止め 

   （４）管理職社員、一般職社員の賃金カット 

   （５）事務所移転・統廃合 

   （６）九州夜須工場の閉鎖 

   （７）その他諸経費の削減 

   （８）機構改革 

    ＊経営改革の実施内容は、平成21年1月23日リリースの「経営改革の実施に関するお知らせ」をご覧ください。 

    ＊上記改革実施によるコスト削減効果  

                                             （単位：百万円） 

                   

  ５）今後の施策 

①新たに大株主から常勤取締役を受け入れ、「第２次経営再建中期計画」必達に向けて盤石な経営体制の 確立

を進める。 

②低コスト構造、戦略的な受注・施工体制を構築したことから、この経営改革を最大限に活かした企業の総合力

をもって、更なるコンプライアンスの徹底と安全・品質の向上、工事原価の削減を推し進め、積極的な営業を

展開して行く。 

③資産リストラの実施（実施時期：平成22年３月期中を計画） 

 赤字決算や大型工事の費用先行支出などにより運転資金の銀行借入が増加していることから、当社の本業に供

していない資産の売却を進め、借入金返済に充てる。 

    ④平成22年３月期の業績黒字確保をステップとして、中長期的に安定した収益基盤の構築と財務体質の修復を 

      進める。 

  

  ⑥「継続企業の前提に関する注記」の解消について  

 当期には継続企業の前提に関する重要事象等が存在しており、「継続企業の前提に関する注記」を第３四半期

まで記載しておりましたが、「第２次経営再建中期計画」に基づく大きな経営改革を断行した結果、平成22年３

月期の業績黒字転換への目処、事業資金に関する金融機関からの支援体制の確保、新たに大株主から常勤取締役

を受け入れることでの経営陣の強化と、同計画必達に向けての盤石な経営体制が整ったことにより、次期の事業

継続に当たり重要な不確実性は存在しないとの判断から、本決算短信において記載が不要となったため、当該注

記を解消することとしました。 

  以 上

実施項目 上記の対象番号 
コスト削減推定 

（年 間） 
特別損失発生額 

 役員体制の改革 （１） △１５０  

 希望退職者募集 （２） △４００ １２４

 雇止め、賃金カット （３）、（４） △３３７  

 事業所コスト削減 （５）、（６）、（７） △３４２ ４４

合  計   △１，２２９ １６８
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